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第17回里山講演会　8月31日　
植物から暮らしを見つめる　龍谷大学名誉教授　江南和幸 氏　
城陽市長選挙告示が明日となって大変あわただしい中で、そして台風15号の接近という気象状況の中での開催という、いずれも想定外の状況でしたが、多くの方々が出席いただきました。
江南先生は工学博士ですが植物に魅せられて、今ではどっぷりと楽しい植物との出会いを大学の学生さんと楽しんでおられるようでした。会場に到着するや否や暑いでしょうと会場準備中のスタッフに家から運び込んでこられたアカメガシワのお茶をさっそくふるまっていただきました。
講演では、里山の定義は1974年に四手井先生が定義づけたとされてきたが、実は１７５９（宝暦９）年木曽材木奉行補佐役寺町兵衛門の「木曽山雑話」に（村里家居近き山を指して里山と申し候）記されている。と里山の定義があった。そして里山は地域の人々の生活の様式によりさまざまな姿を呈しているが、おそらくは縄文前期からの農耕の開始以来出現した「人の手の入った自然」とする場所と定義してほぼ間違いないであろう。　次に日本列島の自然について、大陸からの分離日本海の出現による日本列島の位置や地形、年間の降雨量や海流から解説があった。日本列島の人々の暮らしの歴史、里山のたどった道、日本文化の基層を作った里山の恵み、近現代の里山（政治に翻弄された里山、工業化の波に翻弄された里山）、最後に里山を取り戻せるかと問題提起がされた。西欧のガーデニングの基本は日本に来たヨーロッパ人に大変な驚きを与えて今日の基礎となっていると強調された。また紙の製造は羊皮紙の西欧から植物繊維の紙を製造できていた東洋・日本でこそ国民の多くが文字や絵に親しめ普及がされていた。それは里山と身近に暮らしていたこと、里山があったからではないかと提起された。
里山を今、身近に感じられるようにする最もよい手立ては、何よりも楽しい里山学でなければいけない、それは食を通じて体感することではないか、そして自身が取組み普及しようとされているアカメガシワのお茶を振る舞っていただいた。ストレスから来る胃の重たさなどの解消、酒などの飲酒後の気分爽快への働き等が優れているし、だれにでも簡単に作れる。又、ドクダミをおいしくいただけるレシピの解説など楽しいお話に参加者は目を輝かせて聞き入りました。お話の資料は里山の会事務所にあります。ご希望者は連絡ください。
私たちは16年間の活動を振り返り、里山農園や木津川堤防等これまで持つことができなかったフィールドを確保できさらにこれから里山の会の歩むべき方向を探りつつある今、示唆に値するいいお話でした。里山農園関係者の皆さんのご参加が少なかったのが少し残念でした。タカノツメ、コシアブラ、ハチミツとビワノの種、黒豆味噌の黒皮の利用などによって、四国の「葉ッピービジネス」に匹敵する取り組みは里山（会）にはたくさんある、どこにでもそのネタはあると強調されました。講演終了後に、里山農園や炭焼き釜、コメつくりの田圃を覗いていただきました。これからもできれば一緒に取り組みができればとおっしゃっていただきました。
「木津川読本」の執筆者会議を開催　　8月２４日：７人、３１日：５人の皆さんが内容の検討を行いました。そして魚、水質、スッポン、石などについて補強追加すること、次回１０月末に原稿を持ち寄り、最終稿を作り上げ、構成などを通じて１２月に印刷原稿の投稿、年初に配布することを確認しました。
いよいよ迫る「遊びカヌー発祥の地」記念碑の除幕　
大勢のご参加をお願いします。記念講演は日本にファルトボートを初めて持ち帰り普及に尽力された高木公三郎教授の次男・高木不折氏に記念講演をお願いしています。戦後の困難が生活の中改良に普及に楽しく取り組まれたお話ではないかと期待が膨らみます。京都府相楽郡笠置町は京都府下でもっとも人口の少ない街です。後醍醐天皇を攻めた足利氏との戦場、１５ｍもの磨崖仏も有名な笠置寺も木津川河原でのくつろぐ広い広場もある街です。記念碑の建立やその除幕式などは久しくぶりのイベントではないかと思います。旅館笠置館のご厚意があって素晴らしい記念碑が披露されます。ぜひ記念する除幕式と記念講演に多くの皆さんのご参加をお願いいたします。小雨決行です。９月８日（日）午前10時

川にかかわるみなさん　　木津川沿川・笠置に新しい名所が実現
除幕式「遊びカヌー発祥の地」記念碑　
多くのご参加をお願いします　　　（駐車場・・・ワカサギ温泉）
9月8日（日）10時　　木津川左岸　笠置大橋上流50ｍ
記念講演　　前名古屋大学教授　髙木不折　氏　
（木津川でカヌーの改良を始めた京都大学教授高木公三郎先生の次男）
13：00　　 カヌー40艇が大阪湾目指して出発します　 声援ください
見送ってください　　　　4日間かけて大阪桜ノ宮公園目指します

